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要   旨

愛 媛 県 特 別 栽 培 農 産 物 の 30%減 化 学 肥 料 栽 培 に 準 じ夏 秋 トマ トに お い て 化 学 肥 料 窒 素 量 を

28kgN/10aと して も ,基肥 と してペ レッ ト鶏 糞 を利 用 し養 液 土耕 栽 培 の給 液 法 を改 善 す る こ とで ,

施 肥 利 用 率 が 高 ま り窒 素 の供 給 と トマ トの 吸 収 パ ター ンが ほ ぼ 同 じ とな り,生 育 や 収 量 性 が 向 上

した 。

キ ー ワー ド :養 液 土 耕 ,施 肥 窒 素 量

緒 言 材 料 お よ び方 法

2.1耕 種概要

試 験 は 久 万 高 原 町 の 現 地 農 家 ハ ウス (標 高約

630m,淡 色黒 ぼ く土 ,土性 CL)で 実施 した。

2006年 は ,5月 12日 に基肥 と して トマ ト専用エ

コ有機ペ レッ ト (N7%,全 量有機 窒素 )を 100kg/

10a全面施用 し,5月 31日 に `桃 太郎エイ ト'を 栽

植 本数 1818本 /10aで 定植 した。追肥 には ,化 成液

肥 を 6月 22日 ～ 10月 7日 まで液肥 で 1000～ 1500

倍 に希釈 し,か ん水 と同時 に施用 した。収穫始 めは

7月 14日 で ,9月 19日 に摘 芯 し, 12月 6日 まで調

査 を行 つた .

2007年 は ,5月 9日 に土壌 改 良材 お よび基肥 (ト

マ ト専用エ コ有機ペ レッ ト)を 全 面施 用 し,耕 起 ,

畝 立 した 。5月 24日 に `桃 太 郎エ イ ト'を 栽植 本数

1620本 /10aで 定植 した。追肥 には化成液肥 を 6月

27日 ～ 10月 11日 まで液肥 で 1000～ 2000倍 に希

釈 しかん水 と同時 に施 用 した。収穫 始 めは 7月 19日

で ,9月 20日 に摘芯 し,H月 16日 まで調査 を行 っ

た。

2.2試 験 区

2006年 は ,① 鶏糞 (多 )区 (慣 行施肥 にペ レッ

ト鶏糞 424kg/10aを 追加 ),② 鶏 糞 (少 )区 (同 様

著者 は前報 (大 森 ,2011)で ,愛 媛 県特別栽 培農

産物 の 30%減 化学肥料栽 培 において夏秋 トマ トの

養液 土耕 栽培 で化学肥料 窒素量 を 28kgN/10aと し

た場合 ,7月 下旬 までは施 肥窒素量 を抑 え ,7月 下

旬 か ら施 肥 窒素量 を増加 させ るこ とに よ り,窒 素

の吸収 に見合 つた給液 とな り,か つ生育 後期 まで

肥効 が持続 で きる こ とを指摘 した 。す なわ ち ,ト マ

トの生 育後 半 の収 量 が 向上 し,総 収 量 の増加 に有

効 で あ る こ とを見 出 した。

愛媛 県特別 栽培農 産物 の 30%減 化学肥料栽 培 で

は ,施 肥 窒 素 の上 限が28kgN/10aに 設 定 され ,基 肥

に化学肥料 の増施 はで きない。しか し,有 機 肥 料 を

効果 的 に用 いて生育初期 に も肥効 を得 る こ とがで

きれ ば , トマ トの初期収 量 の 向上 につ なが る こ と

が期待 で き る。この初期 の肥効 を高 め る手 法 は ,基

肥 へ の トマ ト専用エ コ有機 ペ レッ トの増 肥 も考 え

られ るが ,こ こでは ,土 づ く り資材 として用 い られ

る家 畜糞堆 肥 の 中で ,低 温期 に も肥料 効果 が比較

的高 いペ レッ ト鶏糞 (大 森 ,2008)を 施 用 し,生 育

初期 の地 力窒素 を補 う方法 を検討 した ,そ の結果 ,

有益 な知 見 が得 られ たので報告す る。

なお ,本 調 査 は環境 にや さ しい土壌 環境 対策推

進事業 (国 補 )で 実施 した。
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にペ レッ ト鶏 糞 147kg/10aを 追加 ),お よび③農家

慣行 区を設置 した (表 1)。

2007年 は ,① 鶏 糞 同時 区 (農 家慣 行施 肥 にペ

レッ ト鶏糞 400kg/10aを 基肥 と同時 に全 面施用 ),

②鶏糞事前 区 (ペ レッ ト鶏糞 400kg/10aを 基肥 の 1

か月前 に全 面施 用 ),お よび③農家慣 行 区 を設置 し

た (表 2).

試 験規模 は ,各 区 20株 で ,一 連 制 で あ る。

2.3調 査方法

生育調 査 ,収 量調査お よび窒素 吸収 量調 査 は前

報 (大 森 ,2011)と 同様 に行 い ,草丈 ,果数 ,果 径

を定期 的 に調査 し,調 査株 の果 実 には番 号 を振 り,

果 実 の肥 大状 況 が追跡 で き る よ うに して ,収 量 は

果径 か ら一個重 を推 定 し算 出 した。

また ,各 区の摘 葉等 は試 験 区 ご とに全株 分 を集 め ,

重量測 定後 ,窒 素 ,リ ン酸 ,カ リの分析 に供 した。

果実 は調 査 ご とに,ま た収穫 終 了後 の残 株 は茎葉

にわ け ,そ れ ぞれ重量測 定後 ,同 様 に成 分 の化学分

析 に供 した。

表 1 試験区の施肥量 (2006年 )

3 結 果

2006年 の トマ トの生育お よび収量では ,茎 長 は

鶏糞 追加 の両 区 と農 家慣 行 区で ほぼ同 じであ つた

が,収 穫 果数 は鶏糞 追加 の両 区で農家慣行 区 に比

べ 2～ 3割 多 く,推 定収 量 は農家慣 行 区 8.4t/10aに

対 し鶏糞追加 の両区で約 10t/10aと やや多 くなつた

(表 3).

2007年 の生育お よび収 量で は ,茎 長 は鶏糞施用

の両 区で農 家慣 行 区 に比 べ 同等 かや や 短 か った 。

収穫段数 で は鶏糞 事前施用 は他 区 よ り1段 多 く,収

穫果数 も多 くな り,推 定収量 は農 家慣 行 区の 10t/

10aに 対 し,鶏糞 事 前 区で 11.4t,鶏 糞 同時 区で

10.7t/10aと やや 多 くな つた (表 4).

トマ トの月別 収 量 (2007年 )で は ,農 家慣行 に比

べ鶏糞事前 区や鶏糞 同時 区で 8月 及 び 9月 の収 量 が

多か った (図 1).

2006年 の トマ トの養 分 吸収 量 では ,窒 素 は農家

慣行 区の 19kgに 比べ鶏糞追加 で は約 24kgと 約 2割

多か つた .リ ン酸 お よびカ リも農 家慣 行 区に比ベ

区   名 鶏糞施 用量 鶏糞の窒素発現推定量 (kg) 供給窒素 (推 定)量 (kg)

鶏糞 (多 )

鶏糞 (少 )

424kg/10a

147kg/10a

9

3

基肥 N7+鶏糞 N9+追 肥 N28

基肥 N7+鶏糞 N3+追 肥 N28

農家慣行 な し 基肥 N7+追 肥 N28

注)鶏糞の窒素発現推定量=鶏糞施用量×鶏糞の窒素含有率 (3%)× 肥効率 (70%)で 求めた。
なお,肥効率は土壌・作物体診断マニュアル (愛媛県農林水産部技術指導課,1995)に よる.

表 2 試験区の施肥量 (2007年 )

区   名 鶏糞施 用 量   鶏糞の窒素発現推定量 (kg) 供給窒素 (推 定)量 (kg)

鶏糞同時

鶏糞事前

400kg/10a

400kgll0a

8

8

基肥 N6+鶏 糞 (基肥同時)N8+追肥 N28

基肥 N6+鶏 糞 (lヶ 月前施用)N8+追肥 N28

農家慣 行 な し 基肥 N6+追肥 N28

注)鶏糞の窒素発現推定量=鶏糞施用量×鶏糞の窒素含有率 (3%)× 肥効率 (70%)で 求めた .

なお,肥効率は土壌・作物体診断マニュアル (愛 媛県農林水産部技術指導課,1995)に よる.

表 3 トマ トの生育及び収量 (2006年 )

区   名 茎長 (cm) 収穫段数 (段 /株 ) 収穫果数 (個 /株 ) 推定収量 (t/10a)

鶏糞 (多 )

鶏糞 (少 )

323

326

H7

11.5

38

35

100

98

農家慣行 323 11 0
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注)推定収量は,調査株の果実に番号 を振 り,定期的に肥大状況を調査 し,収穫直前の果径か ら一個重 を推定 して算出 .
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表 4 トマ トの生育及び収量 (2007年 )

区   名 茎長 (cm) 収穫段数 (段 /株 ) 収穫果数 (個 /株 ) 推定収量 (t/10a)

鶏糞同時

鶏糞事前

369

387

12 5

13.3

34

39

10.7

11.4

農家慣行 383 10.0

注)推定収量は,調査株の果実に番号を振 り,

表 5 トマ トの養 分吸収 量 (2006年 )

定期的に肥大状況を調査 し,収穫直前の果径から一個重を推定して算出 .

(kg/10a)

カ リリン 酸窒 素

計実茎葉計実茎葉計実茎葉

鶏糞 (多 )

鶏糞 (少 )

6.1

6.1

l.1

1.3

17.1

16.2

24.3

23.7

18

17

01

0.2

5.8

6.6

7.7

8.5

8.2

9.1

0.02    27.9    36.1

0.03    30.8    39.9

0.04 32.6農家慣行

表 6 トマ トの養分吸収量 (2007年 ) (kg/10a)

カ リ

計実茎葉計実茎葉計実茎葉

リン酸窒 素

鶏糞 同時

鶏糞事前

H.8

13.4

1.5

1.6

15 1

159

28.3

31.0

4.8

5.3

0.5

0.6

8.6

93

13.9

153

12.0

148

1 9    26.8    40.7

2.2    285    456

農家慣行 13.7   27.6 25.3
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図1 トマ トの月別収量 (2007年 )

鶏糞 追加 の両区でやや 多 か つた (表 5).

2007年 の トマ トの養 分 吸収 量 で は ,窒 素 は農家

慣行 区の約 28kgに 比べ鶏 糞 同時 区では28kg,鶏糞

事前 区で は 31kgで あ った 。リン窒素 同様 で ,鶏 糞

同時 区で は農家慣 行 区 と同程 度 で あ り,鶏 糞 事前

区で は農 家慣 行 区 よ り12%か ら 14%多 か つた (表

6).

養 液 土耕 栽培 に よ る窒素供 給パ ター ン と トマ ト

の窒素吸収 パ ター ンでは ,2006年 は 7月 か ら供給

量が急増 した ものの ,鶏 糞 (多 ),鶏糞 (少 )お よ

び農 家慣 行 区の吸収 量 の増加 は少 な く,7月 か ら 9

月 にか けて供 給 と吸収 の差 が非 常 に大 きか った 。

鶏糞 (多 )と 鶏 糞 (少 )で は吸収 量 はほぼ同 じで ,

農家慣 行 区で は これ らよ り少 なか った (図 2).

2007年 は窒素供給 パ ター ン と鶏糞事前 区の窒素

吸収 パ ター ンは 良 く一致 した .鶏糞 同時 区 と農 家

慣 行 区の吸収 パ ター ンは ほぼ 同 じで ,8月 中旬 以

降 ,鶏糞事前 区 よ り少 な く推 移 した (図 3).

4.考 察

ペ レッ ト鶏 糞 を基肥 に施 用す る こ とで ,2006年

は 16～ 17%の 増収 とな り,2007年 は 7～ 13%の

増収 とな った 。収穫段数 は ,2006年 では 0.5～ 0,7

段 多 く,2007年 で は 0.3～ 1段 多 かつた .収 穫果数

は 2006年 で は 5～ 8個 /株 多 く,2007年 では同 じ

また は 5個 /株 多 か つた 。この こ とか ら,ペ レッ ト

鶏糞 の施 用 に よって ,収 穫段 数 が増 え収穫果数 が

増加 した こ とに よ り増 収 につ なが った もの と判 断
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図 2 窒素供 給 量 と窒 素吸収量
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され た。収穫 段数 が増 えた理 由は ,茎 長 は両年 とも

農家慣 行 とほぼ同 じで あつた こ とか ら節数 が増 え

た の で は な く,花 飛 び に よ る不 結 実 段 位 が 少 な

かったた め と思われ た。

ペ レッ ト鶏糞 の施 用 は ,ト マ トの生育前 半 の茎葉

の成長 を旺盛 に した。8月 初旬 の最 大葉 は 5段 また

は 6段 果房節 の葉 で ,葉 長 お よび葉 幅 は ,鶏 糞 (多 )

区で 52.O cIIlと 49.5c皿 ,鶏 糞 (少 )区 で 52.3 cmと 49.0

cm,農 家慣 行 区で 46.3 clllと 51.O cIIlで あ り,鶏糞 を

追加 した 区 の最 大葉 は農家慣 行 区のそれ に比 べ 大

きか った。8月 及び 9月 の収 量 は農家慣 行 区に比ベ

鶏糞 を追加 した区で多 い (図 1)こ とか ら,生 育前

半の生育 が順調 で あ る こ とが安 定結 実 につ なが つ

た もの と思 われ る。

H月 28日

表 3で ,ペ レッ ト鶏糞 の施用 量 が異 なる ものの収

量 はほぼ同 じで あつた 。中野・上原 (2007)は 有機

液肥 に よる追肥試 験 の 中で ,堆 肥施 用量 が増 えて

も総 収 量 は 同 程 度 で あ り,コ ー ン ス テ ィー プ リ

カー を施 肥 して も収 量 は増加 しなか つた こ とを報

告 して い る。今 回 ,鶏 糞 の窒素無機 化 量 を全窒 素 の

70%と 仮 定 (愛 媛 県農林水 産部技術指導課 ,1995)

し,推 定 した 2006年 の窒 素供 給 (推 定)量 (表 1)

と トマ トの収 量 との関係 か ら,ペ レッ ト鶏糞 の施

用 に よる窒 素 の供 給量 は鶏糞 (少 )と 鶏糞 (多 )で

40～ 45kgNと 異 なってはいたが ,収 量 は ほぼ同 じ

であ る こ とを確認 で きた (図 4)。 この こ とか ら,ト

マ トヘ の窒素供給量 は 40kgNで よ く,ま た現 況 の

エ コ え ひ め 栽 培 基 準 (施 肥 窒 素 量 は トマ トで

7月 1日     7月 31日    8月 30日    9月 29日    10月 29日

図 3 窒素供 給 量 と窒素 吸収量 (2007年 )
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図 4 窒 素供 給量 と収 量 との関係

注)窒素供給量は推定値

28kgN)は 妥 当で あ るこ とを明 らかにで きた 。

窒素 の吸収パ ター ンは ,両 年 とも,ペ レッ ト鶏糞

を施 用す る こ とで農家慣 行 に比べ 常 に多 く推 移 し

た (図 2,3)。 2006年 は鶏糞 (多 )と 鶏糞 (少 )の

両区で ,吸 収 パ ター ン と収 量 はほ ぼ同 じにな つて

いた。2007年 は ,い ずれ の区の窒 素吸収 パ ター ン

も窒 素供 給 パ ター ンに近 い形 で推 移 した 。 この年

は農 家 慣 行 区 と鶏 糞 同 時 区 は 同 じよ うな 吸 収 パ

ター ンで あ り収 量 も同等 で あ った 。一方 ,鶏 糞事 前

区では 8月 中旬 か ら他 の2区 よ り吸収量 が多 くな り

窒素供給 パ ター ン とほぼ同 じ推移 を示 した 。青木

ら (2001)は ,養 液 土耕栽培 は ,作物 の生育 に合 わ

せ て必 要量 の水 と肥料 を必 要 な時期 に与 え る技術

で ,省 力化 技術 として最 も重要で あ るが ,増 収 0高

品質化 に もつ なが る技術 で あ る と してい る。今 回

の調 査 で ,鶏 糞 事前 区では養 液 土耕栽培 に よ る給

液パ ター ン と トマ トの養 分 吸収パ ター ンが ほ ぼ同

じで推移 したた め,最 も多収 とな つた もの と思 わ

れ た。なお ,鶏 糞事前 区では ,生 育 初期 か ら茎葉 の

生育 が旺盛 で あ り,収 穫 が始 ま った梅 雨期 頃 か ら

葉枯 症状 が多 く観 察 され た こ とか ら,ペ レ ッ ト鶏

糞施用 量 が400kg/10aで は多 く,150kg/10a程 度 が

好 ま しい と思 われ た .

以上 の こ とか ら,ペ レッ ト鶏糞 を基肥 に効果 的 に

施 用す る こ とで生育や収 量 が 向上 す る こ とを明 ら

かにで きた。
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